
〇グローバル社会で必要とされる能力の育成

〇Society5.0時代を見据えた教育の推進

事業番号

①

②

③

④

令和６年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策 １　子どもたちに輝く未来をつなぐ

主要課題 No. 6 新しい時代の「学力」向上

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後の
目指す姿

　児童・生徒が、グローバル化や情報化等による社会の変化に対応するための力や、課題に
向き合い、解決する力を身に付けている。

計画期間
の方向性

　児童・生徒が英語を実際に使う機会を増やすとともに、児童・生徒の学習意欲と英語力の向上に取
り組むほか、教員の指導力を向上させることにより、「話す力」等のコミュニケーション能力の育成
を図ります。

　Society5.0時代の到来を見据え、個別最適な学びと協働的な学びを実現するために、ＩＣＴの効果
的な活用など、教育の質の向上を図るとともに、従来の指導方法にとらわれない、新しい授業スタイ
ルを創造します。

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

英語力向上推進事業 教育指導課 子どもたちの英語力を向上させる。
147,455千円

(156,775千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

外国人英語指導員の配置 人 25 24

英検の全額補助に伴う受験者（中学校） 人 1,950 1,955

GTEC Junior受験料全額補助に伴う受検者数（小５・６） 人 1,498 3,058

英語体験施設（ＴＧＧ）の参加校（小中学校） 校 30 30

29

「話す力」向上プログラム事業 教育指導課
子どもたちのコミュニケーション能力を
育成する。

1,415千円

(2,010千円)

R5(2023)

主な取組実績

　委託事業者が８校の小・中学校に出向き、出前授業を行うことで、児童・生徒のプレゼンテーショ
ン能力の向上を図りました。

主な取組実績30

教育情報ネットワーク環境整備
（幼・小・中）

学務課 子どもたちの情報活用能力を育成する。
2,572,072千円

(2,822,652千円)

R5(2023)
　GIGAスクール構想以前に整備された端末の更新を行いました。（児童用タブレット：2,332台、生徒
用タブレット：2,681台）

事業費（令和５年度）　上段：実績　下段：当初予算

R5(2023)

　外国人英語指導員との交流やＴＧＧの参加で外国人と触れ合う機会を多く設定いたしました。ま
た、令和５年度は小学校でGTEC Juniorを５年生にも拡大し、英語力を経年変化で測るための機会を作
り、日々の授業での英語力向上を図りました。
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①

②

①

②

③

〇グローバル社会で必要とされる能力の育成

〇Society5.0時代を見据えた教育の推進

教育アドバイザー派遣（延べ） 回 191 268

教育課題研修参加者（延べ） 人 1,083 998

教員研修・研究事業 教育センター 教員の資質・能力を向上させる。
13,417千円

(18,681千円)

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

R5(2023)

　教育に求められる教師像が教員としての普遍的な資質の素地であることを踏まえ、児童・生徒の成
長段階に応じて求められる役割や身に付けるべき力等を自覚し、資質の向上に努めることができるよ
う取り組んでいます。

「Society5.0の教室」推進委員会による実践授業 回 50 40

「Society5.0の教室」推進委員会全体会の実施 回 3 3

「Society5.0の教室」通信の発行 回 22 23

R5(2023)

　各学校の情報担当が最新のＩＣＴ教育の実践を学ぶことができるよう研修会を実施してきました。
また、各校の実践を共有することができる仕組みを作り、日々の実践につながるようにしてきまし
た。

●特記事項（実績の補足）

　GTEC Junior受験料全額補助については、令和５年度から新たに小学校第５学年を対象に追加しました。

行財政運営の視点 取組実績

行
財
政
運
営

　スクールサポートスタッフ、日本語指導員、時間講師
等の活用により、「個別最適な学び」と「協働的な学
び」の一体的な充実を図るとともに、教員の長時間労働
の改善に取り組みます。

　各種支援員等を配置することにより、教職員の校
務を支援し、教員が一人で担う仕事の分散を図り、
教員の長時間労働の改善を図りました。

32

「Society5.0の教室」プロ
ジェクト

教育指導課
ＩＣＴ環境を活用し、子どもたちの新た
な学びを推進する。

89,368千円

(89,444千円)

主な取組実績 単位

無 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

　英語力推進事業により、児童・生徒が実践的に英語を使う機会が増えるとともに、英語を学ぶ意欲の向上につ
ながっています。また、小学校は英語の活用能力を経年変化で確認することができ、教員の英語科の授業改善に
もつながっています。プレゼンテーション能力向上カリキュラムの実践を積み重ねてきた結果、スキルが向上す
るだけでなく、児童・生徒が自信をもってプレゼンテーションできるようになりました。プレゼンテーション能
力向上カリキュラムについては、クラス内で自信をもって表現するなど、児童・生徒への変化は見られました
が、教員が日々の実践でプレゼンテーション能力向上カリキュラムを盛り込むまでには至っていませんでした。
今後は、教員が主体的にプレゼンテーション能力向上カリキュラムを学ぶ場を設定する必要があります。

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

　ＩＣＴ支援員の増員を図るとともに、各校の実践を教員間で共有することで、授業での効果的な児童・生徒用
タブレット端末の活用を推進することができました。また、 国が進めるGIGAスクール構想に基づき整備した１人
１台のタブレット端末が、令和７年度でリース満了を迎えるため、課題や学校現場からの要望を整理した上で、
現時点及び将来を見据えた学習形態に合わせたタブレット端末の選定を行う必要があります。
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●区立中学校英検受験者数

【ＳＤＧｓの視点】

　英語力推進事業については、GTEC Juniorの結果から得られた第５学年、第６学年の経年変化の分析を丁寧に
行っていく必要があります。また、「話す力」向上プログラム事業については、教員自身がプレゼンテーション
の能力向上を意識し、日々の授業に活かすことができるようにモデル校を指定し、各校代表の教員が悉皆研修に
参加できるよう計画しています。
　さらに、職員研修については、教員自らが課題をもって自律的に研修に臨み、時代の変化や自己のキャリアス
テージで求められる資質・能力を生涯にわたって高めていく力を身に付けることができるように研修を運営して
いきます。
 　今後も一層、ＩＣＴ支援員の活用や教員の間の実践の共有を着実に行うことができるように学校へ働きかけ、
効果的なタブレット活用を推進していきます。

５　次年度、事業をどうするか（事業の見直し）
４を踏まえ、主要課題に紐づけられている個々の計画事業の次年度の検討の方向性を、「継

続」「レベルアップ」「縮小」「統合・分割」「計画変更」「事業終了」で記します。

事業番号 計画事業名 所管課 次年度の方向性

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、次年度以降の戦略とし

ての進め方を記しています。

　英語力推進事業により児童・生徒の英語を学ぶ意欲の向上につなげるとともに、ＩＣＴ教育を学ぶ研修会を実
施するなど、各校の実践方法を共有することで、児童・生徒が性別や障害の有無、国籍に関係なく、適切かつ
効果的な学習効果をもたらし、無償かつ公正で質の高い教育を受けることができるよう包括的、効果的な学習
環境を提供しました。

学務課 継続

31 教員研修・研究事業 教育センター 継続

28 英語力向上推進事業 教育指導課 継続

29 「話す力」向上プログラム事業 教育指導課 継続

32 「Society5.0の教室」プロジェクト　 教育指導課 継続

30 教育情報ネットワーク環境整備（幼・小・中）

409 293 354 342 
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1,886 1,9551,9501,778

資料：教育指導課作成

合計

※上記には重複受験者数を含む。


